
 
 
 
 

　「審議まとめ」から 

 

 

　　 

「余白」の創出を通じた教育の質の向上 ❶ 
 

 
【「余白」の創出に関する基本的な考え方】 
 
◆　教師と子供の双方に教育課程上の「余白」を創出することで、 

教師が資質・能力を高め、授業改善を図るための時間的余裕を 

確保するとともに、子供も深い学びの実現に取り組むために 

必要な学習時間を確保できるようにし、これらが相乗効果を発 

揮して豊かな学びにつながるようにしていく必要がある。 

 

◆　その意味で、「余白」とは、単に時間的余裕を意味するので 

　はなく、多様な子供たちの深い学びを実現するための時間的 

　余裕、すなわち、学校や教師にとっては職務遂行上の「余白」 

を意味し、子供たちの資質・能力の育成につなげるためのも 

のであることに十分留意する必要がある。 

 
【改訂を待たずに行う授業時数・週当たりコマ数の見直し等】 
 
◆　授業時数に関しては、標準を大幅に上回る教育課程編成が見られる場合には、引き続き、改善

を促すべき。その際、標準授業時数を基本として特段の支障なく教育課程を実施している事例も

増えていることも踏まえる必要がある。また、標準授業時数が 1015 単位時間より少ない小学校

低学年（第１～３学年）においても、標準を大幅に上回る授業時数が設定されているケースも見

られることから、適切な授業時数への見直しを促すことが重要である。 

 

◆　また、年間 40 週の授業週数による授業時数の平準化により、週当たり授業時数を 28 コマ以下

に設定し、教師一人当たりの持ちコマ数の減少や余白の創出につなげる取組を促進できるよう、

各学校が参考にしやすい教育課程編成の具体例を令和７年度に示したが、引き続き、様々な機会

を捉えて示していくべきである。
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　一生を終えて残るもの 

 

 

 

 
  
※　「利己」と「利他」、「生きることの意味や喜び」、いろいろと考えさせてくれる言葉です。

経歴不詳　ジュラール・シャンドリ 
 

私たちが一生を終えてこの世に残るものは、生涯をかけて集めたものではなく、 
生涯をかけて与えたものである。 

出典：「賢人たちに学ぶ　自分を磨く言葉」本田季伸著（かんき出版）


